
公益社団法人 日本医師会 （2013年 4月 10日 定例記者会見） 

 

 

バングンタパン第 3保健センター（インドネシア） 

訪問について 

 

 

１． 訪問日時：平成 25年 4月 8日 

 

２． 訪 問 者：横倉義武会長、石井正三常任理事 

 

３． 訪 問 先：バングンタパン第 3保健センター／Teguh Rubed所長 

インドネシア共和国ジョグジャカルタ特別州バントゥール県 

バングンタパン地区 

 

４．概要 

バングンタパン第 3保健センターは、平成 18年 5月 27日に発生したジャ

ワ島中部地震（マグニチュード 6.3）に対する被災地支援として、都道府県医

師会、郡市区医師会、一般会員から寄せられた義援金により、AMDA

（Association of Medical Doctors of Asia）の復興支援事業を通じて、平成

19年 2月末に建設され、その後バントゥール県に引き渡されたものである。

医療面での支援は、インドネシア医師会が行っており、当センターでは 1日

約 80名、年間約 24,000人の診療を行っている。 

当復興事業の中心的な役割を果たした日本医師会の名前が入った銘版が、

保健センター内部中央に掲げられている。さらに、「友として、地震に被災さ

れた人たちの健康と幸せを祈る」としたプレートも掲げられ、当事業におけ

る本会と AMDAへの感謝の気持ちが示されている。 

当事業は、本会が保健センターの建設という具体的な復興支援事業に協力

した初めてのケースである。 

今回の訪問を通じて、地域住民の健康管理に役立つセンターとして機能し

ていることを目の当たりにし、また、AMDAでは、さらに事業の拡充を図る

など継続して支援を行っていることが明らかとなった。 
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